第10回界面動電現象に関する国際シンポジウム（略称ELKIN2012）

http://www.envr.tsukuba.ac.jp/~elkin12/
における企業の皆様からのご協力のお願い
2012年5月20日～24日までつくばにて上記の国際会議が開催されます。界面動電現象は、液相系のあらゆる物質の界面に形成されている電気二重層に由来する現象で、コロイド界面科学とたいへん深い関係を持っています。電気二重層のダイナミクスは、ナノテクノロジーに関連のある材料科学、生体、医療、微生物などのバイオテクノロジーに様々な形で関与します。さらには、セシウム等のイオンの表面への吸着現象にも関与し、環境科学においても学術的バックグラウンドの一つとなる科学領域です。しかし、関連の基礎科学がヨーロッパを中心に発展した経緯もあり、日本ではこれまでその必要性を強く認識する機会はあまりありませんでした。しかし、界面動電現象はかなり高度で複雑な科学領域であり、学術的内容だけでなく、応用面において潜在的に大きく発展の余地を残している分野でもあります。我々は、ELKINの日本招聘に際し、界面動電現象研究会（会長　大島広行（東京理科大学教授））を設立し、その内部にELKIN2012日本委員会（責任者　足立泰久（筑波大学教授））を設置し、開催の準備に当たっております。

　ELKINは純学術的な内容を議論する国際会議ですが、勿論、内容には今後の産業面における技術開発の動向や測定装置開発の展開などの面において企業活動に結びつくものも含まれます。これらが具体的に多くの人の役に立つことは、界面動電現象研究会としても喜ばしい事柄です。そこで、界面動電現象研究会では、ELKIN2012の開催にあたり、下記の目安にて、企業等の団体に開催協力という形で参加を呼びかけることと致しました。どうか、主旨をご理解いただきご協力を賜りますようお願い申しあげます。
界面動電現象研究会会長　大島広行

ELKIN2012日本委員会　足立泰久

記
企業協賛の目安：一社一口10万円とします。ご希望に応じ、以下をご選択ください。
（複数項目の選択可能です）
　(a) 広告：ELKINの要旨集とホームページの協賛企業のページにロゴ（英文）を掲載し、ホームページからご指定のURLにリンクを張ります。　

　(b) 製品展示：会議開催の5月21日～23日（3日間）1ブース間口180cm
　(c) パネル展示：（検討中、パネルサイズ90cm（横）×180cm（縦））
(d) 製品試供品等のご提供
尚、ご協賛いただきました企業団体等につきましては、上記（a）～(d)に関わりなく、ご登録いただきました名称(英文)を一覧表にさせていただき、要旨集およびホームページに掲載いたします。
連絡先　ELKIN2012日本委員会　企業協賛担当
足立泰久　yas@sakura.cc.tsukuba.ac.jp　（筑波大学生命環境科学研究科）　

武田真一　stakeda@ever.ocn.ne.jp　（武田コロイドテクノ・コンサルティング㈱）
出展要領

　１）区画スペース：1区画は1ブース間口180cmですが、複数区画に出展することもできます。

その際は、追加１区画ごとに5万円を頂戴いたしたく存じます。　
2）一社一口10万円の料金には、出展者の内、予め登録された2名の方のELKIN2012の講演会　

　　参加費が含まれます。ただし、懇親会への参加費は含まれませんので、上記人数以上の講演会参加および懇親会への出席を御希望の節は別途お申し込みください。
3)その他：会場紹介、備品、企業協賛費用の支払い方法、搬入方法・時間など詳細につきましては、出展希望者に別途事務局よりお知らせ致します。

以上

ＥＬＫＩＮ2012企業協賛申込書

平成　　　年　　　月　　　日
１．貴社名

２．連絡担当者名：

　　　・郵便番号：〒

　　　・住所　　：

　　　・部署　　：

　　　・電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ番号：

　　　・E-mail　：

３．希望項目（前頁(a)～(d)の４項目からお選びください。複数でも結構です）

４．希望区画数

５．講演会参加登録者名（連絡担当者と同じ場合は記入不要です）

　　　・参加登録者名１（所属部署）：

　　　・参加登録者名2（所属部署）：
